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○町の人口（2月 1日現在）　 男 15,087 人　女 15,227 人　計 30,314 人（前月比 -27 人）世帯数 8,440 世帯（前月比 -7）

全員で八郷町歌を斉唱しました

町政功労者に表彰状と記念品が渡されました

八郷町制施行50周年記念式典
昭和30年1月1日、柿岡町、小幡
村、葦穂村、恋瀬村、瓦会村、園
部村、林村、小桜村が合併して八
郷町が誕生してから今年で町制施
行50周年の節目の年を迎えまし
た。　　　　関連記事Ｐ２・Ｐ3・Ｐ4



八
郷
町
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典

　

戦
後
の
「
復
興
」
と
「
安
定
」
と
「
自
立
」
の
た
め
の
苦
闘
の

中
か
ら
、
八
郷
町
は
昭
和
30
年
1
月
1
日
に
市
町
村
合
併
促
進
法

に
基
づ
き
1
町
7
カ
村
が
合
併
し
、
新
生
八
郷
町
が
誕
生
い
た
し

ま
し
た
。
誕
生
し
て
か
ら
早
、
半
世
紀
が
経
過
し
本
年
で
町
制
施

行
50
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
を
む
か
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
「
ふ
る
さ
と
八
郷
」
を
愛
し
て
止
ま
な
い
数

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
尽
力
の
賜
も
の
で
あ
り
、

深
く
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
の
50
年
を
振
返
っ
て
み
ま
す
と
、
昭
和
の
時
代
は
「
豊
か

な
生
活
」
が
求
め
ら
れ
、
ほ
場
整
備
な
ど
の
生
産
基
盤
の
整
備
が

盛
ん
に
推
進
さ
れ
、
併
せ
て
県
道
や
町
道
な
ど
の
生
活
基
盤
整
備

が
図
ら
れ
ま
し
た
。
石
油
シ
ョ
ッ
ク
よ
り
経
済
の
低
成
長
期
に
は

い
っ
て
く
る
と
「
心
の
豊
か
さ
」
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
頃
、
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
や
国
民
宿
舎
「
つ
く
ば

ね
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
環
境
問
題
が
深
刻
化
し

て
く
る
と
「
住
み
よ
い
生
活
」
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
新

治
地
方
広
域
事
務
組
合
に
よ
る
じ
ん
芥
処
理
場
や
消
防
業
務
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
教
育
面
で
は
中
学
校
の
統
合
を
進
め
、
教

育
施
設
の
充
実
が
図
ら
れ
、
生
産
・
環
境
・
教
育
基
盤
等
の
広
範

な
分
野
に
お
け
る
町
政
運
営
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
の
時
代
に
は
い
り
、
町
民
の
健
康
と
福
祉
の
充
実
を
図

る
た
め
保
健
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
、
さ
ら
に
都
市
的
な
環
境
整

備
と
し
て
の
下
水
道
事
業
が
順
調
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご

あ

い

さ

つ

す
。

　

今
後
は
、
こ
の
50
年
の
教
訓
を
土
台
と
し
て
、
さ
ら
に
力
強
い

「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
広
域
交
通
網

の
整
備
と
併
せ
て
本
町
固
有
の
環
境
、
文
化
な
ど
の
資
源
を
活
か

し
、
生
活
環
境
や
健
康
、
福
祉
環
境
の
向
上
に
全
力
を
傾
注
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
自
治
法
施
行
か
ら
30
年
を
経
て
、
地
域
社
会
形
成
の
方
向

付
け
を
さ
れ
た
「
地
方
の
時
代
」
か
ら
「
地
方
分
権
の
時
代
」
へ

と
市
町
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
こ

の
大
き
な
動
き
は
「
平
成
の
大
合
併
」
と
呼
ば
れ
、
地
方
再
編
へ

の
大
き
な
流
れ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
石
岡
市
と
の
法
定
期
限
内
の
合
併
を
実
現
さ
せ
る
こ
と

が
、
私
ど
も
に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

今
日
ま
で
50
年
間
に
わ
た
る
皆
様
方
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
対

す
る
熱
意
に
深
い
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
「
ま
ち
づ
く
り
」

の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
「
対
話
」

と
「
参
加
」
に
よ
る
新
た
な
未
来
を
見
据
え
、
開
か
れ
た
行
政
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
町
民
各
位
の
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

八

郷

町

長 　

菊 

地 

武 

雄

50
周
年
の
節
目
を
祝
う

町制施行50周年記念式典 



　

八
郷
町
町
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
、
町
議
会
を
代
表
し
て
お
祝

い
の
言
葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

八
郷
町
は
、
昭
和
30
年
１
月
１
日
に
新
治
郡
内
の
１
町
７
カ
村

が
合
併
し
て
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
社
会
的
に
も
政
治

的
に
も
不
安
定
な
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
50
年
間
は
、
社
会
・
経
済
各
般
に
わ
た
っ
て
変
転

窮
ま
り
の
な
い
日
々
で
あ
り
ま
し
た
が
、
３
万
町
民
の
皆
様
が
明

る
く
住
み
よ
い
文
化
的
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
教
育
文
化
施
設
、

保
健
衛
生
施
設
、
道
路
、
公
共
下
水
道
等
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
心
強
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
八
郷
町
は
筑
波
山
系
の
優
れ
た
自
然
環
境
の
な
か
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
自
然
と
開
発
の
調
和
を
は
か
る
た
め
、
緑
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
条
例
を
制
定
し
、
秩
序
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
ひ
と
え
に
、
先
輩
諸
氏
の
皆
様
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力

祝
　

辞

と
３
万
町
民
の
郷
土
愛
の
発
露
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
地

方
自
治
の
輝
か
し
い
成
果
と
申
す
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
は
今
、
少
子
高
齢
化
、
Ｉ
Ｔ
化
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
と
い
っ
た
か
つ
て
先
人
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
社

会
経
済
状
況
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
そ
う
し
た
時
代
に
即
応
し

た
施
策
の
展
開
を
図
る
た
め
に
は
、
石
岡
市
と
１
市
１
町
の
合
併

が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
、
石
岡
市
と
合
併
協
議
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
執
行
部
と
一
丸
と
な
っ

て
、
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
そ
の
実
現
に
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
八
郷
町
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
、
町
民
の
皆
様
の

ご
健
勝
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
合
併
に
向
け
邁
進
し
、
歴
史

と
文
化
の
香
り
高
い
新
市
の
誕
生
を
望
み
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言

葉
と
い
た
し
ま
す
。

八
郷
町
議
会
議
長 　

永

山

公

士

１
月
23
日
、
八
郷
町
立
中
央
公
民
館
で
八
郷
町
制
施
行
50

周
年
記
念
式
典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
地
元
選
出
の
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、
近
隣

の
市
町
村
長
・
議
会
議
長
を
は
じ
め
、
各
種
団
体
長
や
各

行
政
区
の
区
長
な
ど
、
約
５
５
０
名
を
招
待
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
町
長
の
式
辞
の
あ
と
、
各
分
野
で
多
年
町
の
発

展
に
功
績
の
あ
っ
た
１
２
３
名
の
皆
さ
ん
に
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、来
賓
各
位
の
祝
辞
、「
ふ

る
さ
と
八
郷
町
」
の
上
映
と
続
き
、
最
後
に
全
員
で
八
郷

町
歌
を
斉
唱
し
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

町制施行50周年記念式典

八
郷
町
は
、
昭
和
30
年
１
月
１
日
に
、
柿
岡
町
、

小
幡
村
、
葦
穂
村
、
恋
瀬
村
、
瓦
会
村
、
園
部

村
、
林
村
、
小
桜
村
の
１
町
７
カ
村
が
合
併
し

て
誕
生
し
ま
し
た
。
誕
生
し
て
か
ら
今
年
で
半

世
紀
、
町
制
施
行
50
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え

ま
し
た
。
半
世
紀
の
歴
史
を
刻
ん
だ
八
郷
町
、

明
る
く
住
み
や
す
い
八
郷
町
を
築
く
た
め
、
そ

の
時
代
時
代
を
懸
命
に
生
き
抜
い
た
町
民
の
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
努
力
の
積
み
重
ね
が
、
今

の
八
郷
町
を
築
き
上
げ
て
き
た
の
で
す
。





し
て
社
会
体
育
の
振
興
に
貢
献　

○
海

老
澤
駿
也
（
柿
岡
）
○
助
川
良
一
（
柿

岡
）
○
高
橋
浩
（
恋
瀬
）

▼
多
年
体
育
指
導
員
と
し
て
社
会
体
育

の
振
興
に
貢
献　

○
伊
藤
政
男（
園
部
）

○
友
常
満
登（
小
桜
）○
友
部
文
子（
園

部
）○
谷
嶋
昇（
瓦
会
）○
櫻
井
正
男（
小

幡
）
○
駒
村
道
廣
（
小
幡
）
○
髙
野
惣

一
（
恋
瀬
）
○
飯
田
常
次
（
葦
穂
）
○

鴻
巣
義
治
（
小
桜
）
○
田
上
茂
（
小
桜
）

○
関
口
昌
之（
柿
岡
）○
井
川
菊
枝（
葦

穂
）○
鬼
澤
茂（
小
幡
）○
成
田
晴
良（
園

部
）
○
川
井
正
紀
（
柿
岡
）
○
岩
渕
妙

子
（
林
）

民
生
・
福
祉
功
労
賞　

▼
多
年
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し

て
社
会
福
祉
に
貢
献　

○
久
保
田

昌
文（
園
部
）○
生
田
目
惣
次
郎（
葦

穂
）
○
比
企
た
ま
（
瓦
会
）
○
奥

村
忠（
瓦
会
）○
中
島
定
右
衛
門（
葦

穂
）
○
羽
生
彰
（
小
桜
）

▼
多
年
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
委
員
と
し
て
国
民
健
康
保
険
の

充
実
に
貢
献　

○
江
畑
隆
夫
（
柿

岡
）
○
岡
本
曻
（
恋
瀬
）
○
鈴
木

守
（
瓦
会
）
○

田
行
雄
（
柿
岡
）

○
鈴
木
菫
（
園
部
）
○
相
田
敏
（
恋

瀬
）
○
岡
野
敏
夫
（
葦
穂
）

町
政
功
労
者　

▼
多
年
町
長
と
し
て
町
政
発
展
に
貢
献

○
岩
本
佳
之（
小
幡
）○
中
村
謙
一（
柿

岡
）

▼
多
年
町
議
会
議
長
・
議
員
と
し
て
町

政
発
展
に
貢
献　

○
原
田
孟
（
小
桜
）

○
菊
地
茂
雄（
柿
岡
）○
野
内
和
夫（
柿

岡
）
○
中
島
仁
平
（
葦
穂
）
○
永
井
清

（
園
部
）
○
関
忠
治
（
小
桜
）
○
上
田

孝
之
（
林
）
○
鈴
木
光
雄
（
恋
瀬
）
○

飯
村
嘉
男
（
恋
瀬
）

▼
多
年
町
議
会
議
員
と
し
て
町
政
発
展

に
貢
献　

○
鬼
澤
隆
（
小
幡
）
○
岡
嵜

勝
巳
（
葦
穂
）
○
伊
藤
昌
次
郎
（
園
部
）

○
大
場
俊
之（
瓦
会
）○
川
又
紀
征（
小

桜
）
○
入
江
貞
一
（
恋
瀬
） 

自
治
功
労
賞　

▼
多
年
町
助
役
と
し
て
町
政
発
展
に
貢

献　

○
木
﨑
眞
（
小
幡
）
○
鈴
木
武
夫

（
林
）
○
小
松
﨑
長
太
（
柿
岡
）
○
川

俣
忠
（
千
代
田
町
）

▼
多
年
町
収
入
役
と
し
て
町
政
発
展
に

貢
献　

○
瀬
尾
茂
（
柿
岡
）
○
吉
川
浩

（
林
）
○
仁
平
修
介
（
恋
瀬
）
○
赤
羽

根
實
（
柿
岡
）

▼
多
年
農
業
委
員
会
委
員
・
会
長
と

し
て
農
政
発
展
に
貢
献　

○
前
沢
榮
一

（
恋
瀬
）

▼
多
年
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
農
政

発
展
に
貢
献　

○
熊
岡
米
藏
（
園
部
）

▼
多
年
区
長
と
し
て
町
政
発
展
に
貢
献

○
金
澤
大
典（
柿
岡
）○
大
枝
恒
雄（
柿

岡
）
○
市
塚
義
則
（
林
）
○
櫻
井
量
一

郎
（
小
幡
）
○
今
野
誠
一
（
林
）
○
岩

田
定
次
（
小
桜
）

▼
多
年
納
税
組
合
長
と
し
て
町
政
発
展

に
貢
献　

○
足
立
作
右
衛
門
（
葦
穂
）

○
田
中
博
（
葦
穂
）
○
菊
地
一
郎
（
葦

穂
）
○
駒
場
満
（
葦
穂
）
○
青
木
澄
雄

（
恋
瀬
）
○
久
保
田
髙
市
（
瓦
会
）
○

眞
家
哲
一（
園
部
）○
富
田
俊
男（
園
部
）

○
飯
村
重
信
（
園
部
）
○
上
田
久
（
林
）

▼
多
年
町
職
員
と
し
て
町
政
発
展
に
貢

献　

○
鯉
淵
徳
松
（
柿
岡
）
○
峯
政
雄

（
葦
穂
）
○
笹
沼
登
（
林
）
○
松
田
和

夫
（
柿
岡
）
○
髙
野
春
生
（
恋
瀬
）
○

滝
田
國
雄
（
柿
岡
）
○
臼
井
忠
雄
（
葦

穂
）
○
前
島
昭
一
（
小
桜
）
○
菱
沼
秀

雄
（
小
桜
）
○
中
島
忠
（
葦
穂
）
○
小

川
廣
雄
（
葦
穂
）
○
高
橋
榮
（
小
幡
）

○
谷
島
重
洋（
瓦
会
）○
君
山
孝
道（
小

桜
） 

 

教
育
功
労
賞　

▼
多
年
教
育
委
員
・
教
育
長
と
し
て

教
育
の
振
興
に
貢
献　

○
小
河
原
四
郎

（
瓦
会
）
○
根
本
興
元
（
小
幡
）
○
本

図
亨
（
葦
穂
）
○
軽
部
豊
（
葦
穂
）
○

瀧
田
照
江（
柿
岡
）○
大
槻
和
夫（
園
部
）

▼
多
年
学
校
医
と
し
て
学
校
保
健
の
充

実
に
貢
献　

○

川
侚
（
柿
岡
）
○
桜

井
忠
隆
（
小
桜
）

▼
多
年
学
校
歯
科
医
と
し
て
学
校
保
健

の
充
実
に
貢
献　

○
東
基
旦
（
林
）
○

石
田
尚
身
（
葦
穂
）

▼
多
年
学
校
薬
剤
師
と
し
て
学
校
保
健

の
充
実
に
貢
献　

○
小
井
戸
淳
郎
（
石

岡
市
）

▼
多
年
公
民
館
運
営
審
議
委
員
と
し
て

社
会
教
育
の
振
興
に
貢
献　

○
柘
植
仁

（
恋
瀬
）
○
久
保
田
芳
男
（
園
部
）
○


田
と
し
子
（
柿
岡
）
○
内
海
幸
一
郎

（
小
幡
）
○
鈴
木
重
章
（
葦
穂
）
○
萩

原
壽
盈
（
小
桜
）
○
飯
村
訓
一
（
林
）

○
田
上
七
郎
（
林
）

▼
多
年
地
区
公
民
館
長
と
し
て
社
会
教

育
の
振
興
に
貢
献　

○
酒
井
薫（
恋
瀬
）

○
倉
田
展
郎
（
園
部
）

▼
多
年
青
少
年
相
談
員
と
し
て
青
少

年
の
健
全
育
成
に
貢
献　

○
木
﨑
廣
美

（
小
幡
）
○
本
図
一
衛
（
葦
穂
）

▼
多
年
文
化
財
保
護
審
議
委
員
と
し

て
文
化
財
保
護
に
貢
献　

○
西
宮
一
男

（
水
戸
市
）
○
一
色
史
彦
（
土
浦
市
）

▼
多
年
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
委
員
と

町
政
功
労
者
な
ど
123
名
の
受
賞
者

　

式
典
で
は
、
今
日
の
八
郷
町
発
展
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
、

多
大
な
功
績
を
残
し
た
皆
さ
ん
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
順
不
同
・
敬
称
略
】

防
災
功
労
者　

▼
多
年
消
防
団
・
団
長
と
し
て

町
防
災
に
貢
献　

○
谷
島
博
久

（
瓦
会
）
○
君
山
好
道
（
小
桜
）

▼
多
年
消
防
団
・
団
員
と
し
て

町
防
災
に
貢
献　

○
櫻
井
襄
次

（
小
幡
）
○
加
藤
充
（
林
）
○

平
行
泰（
柿
岡
）○
菊
地
猛（
林
）

○
片
岡
征
雄
（
柿
岡
）　

善
行
者　

▼
多
年
水
質
監
視
員
と
し
て

環
境
保
全
に
貢
献　

○
市
村
道

（
柿
岡
）
○
小
林
晋
（
林
）　

町制施行50周年記念式典 

受賞者を代表して、鈴木光雄氏
が謝辞を述べました。



平
成
17
年
第
１
回

　
　
　

八
郷
町
議
会
臨
時
会

平
成
17
年
第
２
回

　
　
　

八
郷
町
議
会
臨
時
会

　

１
月
７
日
、
平
成
17
年
第
１
回
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

案
件
は
、
石
岡
市
・
八
郷
町
合
併
協
議
会
設
置
に
関
す

る
協
議
と
、平
成
16
年
度
八
郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

６
号
）
が
審
議
さ
れ
、原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
石
岡
市
・
八
郷
町
合
併
協
議
会
設
置
に
関
す
る
協
議
に

つ
い
て

　

市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
３
条
第
１
項

の
規
定
（
合
併
協
議
会
の
設
置
）
に
基
づ
き
、
石
岡
市
と

八
郷
町
に
よ
る
合
併
協
議
会
を
設
置
し
て
、
合
併
に
関
す

る
基
本
的
な
計
画
な
ど
を
作
成
す
る
も
の
で
す
。

●
平
成
16
年
度
八
郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
石
岡
市
・
八
郷
町
合
併
協
議
会
設

置
に
伴
い
負
担
す
る
６
５
０
万
円
の
う
ち
、
不
足
す
る
74

万
円
を
増
額
し
て
、
予
算
総
額
を
１
０
０
億
８
７
０
万
円

６
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

１
月
21
日
、
平
成
17
年
第
２
回
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

八
郷
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
の
同
意
を

求
め
る
案
件
が
２
件
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

●
八
郷
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
の
同
意

　

教
育
委
員
の
鈴
木
健
就
氏
と
、
小
松
崎
淑
江
氏
の
任
期

が
１
月
31
日
に
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
再
度
選
任
し
た

く
提
案
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
健
就
氏
（
柿
岡
・
67
歳
）
は
、
潮
田
左
四
郎
氏
逝

去
後
、
後
任
と
し
て
平
成
12
年
７
月
17
日
に
選
任
さ
れ
て

以
来
残
任
期
間
６
カ
月
と
併
せ
て
２
期
４
年
６
カ
月
間
町

教
育
委
員
と
し
て
教
育
の
発
展
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
松
崎
淑
江
氏
（
柿
岡
・
62
歳
）
は
、
平
成
13
年
２
月

１
日
に
選
任
さ
れ
、
町
教
育
の
発
展
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
両
氏
と
も
こ
れ
ま
で
の
豊
富
な
経
験
と
識
見
に
よ
り

ま
し
て
、
町
の
教
育
行
政
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、
ご
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

鈴

木

健

就

氏

小

松

崎

淑

江

氏

八
郷
町
農
業
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　

補
欠
選
挙

　

１
月
16
日
、
柿
岡
地
区
（
第
１
選
挙
区
）
の
加
藤
勝
一

氏
逝
去
に
よ
る
欠
員
が
生
じ
た
た
め
に
、
八
郷
町
農
業
委

員
会
委
員
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
候
補

者
が
選
挙
す
べ
き
数
を
越
え
な
か
っ
た
た
め
、
１
月
17
日

に
行
わ
れ
た
第
１
選
挙
区
選
挙
会
で
、
届
出
の
あ
っ
た
綿

引
善
次
郎
氏
（
片
野
・
65
歳
）
の
当
選
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
残
任
期
間
の
平
成
18
年
７
月
19
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。

綿

引

善

次

郎

氏

町
有
財
産
売
払
の
ご
案
内

町
有
財
産
（
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
用
地
・
建
物
）
を
お
売
り
し
ま

す
。
購
入
希
望
の
方
は
現
地
確
認
と
、
一
般
競
争
入
札
要
綱
を

確
認
の
う
え
、
平
成
17
年
３
月
10
日
（
木
）
ま
で
に
八
郷
町
役

場
管
財
課
ま
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
所
在
地　

八
郷
町
大
字
柿
岡
字
神
取
１
３
１
９
の
１

●
宅
地　

２
１
４
０
・
06
平
方
㍍　

●
構
造　

平
屋
Ｒ
Ｃ
構
造

●
築
年
月　

昭
和
44
年
４
月　

●
入
札
日　

平
成
17
年
３
月
18
日　

午
後
２
時

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
３
階　

管
財
課　
（
内
線
１
３
６
４
）





　
　

新
市
名
は
石
岡
市

合  　併
協 議  会
だ よ り

 vol.1

石岡市・八郷町

新
市
名
は
石

１０
月
1
日
に
新
設
合
併

　

第
１
回
合
併
協
議
会
が
、
１
月
13
日
に
石
岡
市
大
砂
の
ふ
れ
あ
い
の
里

石
岡｢

ひ
ま
わ
り
の
館
」
大
ホ
ー
ル
で
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
つ
の
報
告
事
項
と
14
の
協
議
事
項
が
提
案
さ
れ
、
会
長
の
横
田
市
長

が
議
長
を
務
め
る
中
、
合
併
の
最
重
要
項
目
で
あ
る
基
本
四
項
目
（
合
併

方
式
・
期
日
・
名
称
・
事
務
所
の
位
置
）
は
休
憩
を
挟
ん
だ
議
論
の
末
に

決
定
し
ま
し
た
。

　

３
月
の
県
知
事
申
請
に
向
け
て
、
月
２
回
の
ペ
ー
ス
で
協
議
会
は
開
催

さ
れ
ま
す
。

第
１
回　

石
岡
市
・
八
郷
町
合
併
協
議
会

前列左から、永山公士議長・菊地武雄町長（八郷町）、横田凱夫市長・久保田健一郎議長（石岡市）

夢
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ

　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

横
田
凱
夫

八
郷
町
と
石
岡
市
は
古
く
か
ら
緊

密
な
関
係
に
あ
り
、
自
然
と
歴
史
、
文

化
・
経
済
、
日
常
生
活
で
相
互
に
連
携

を
保
ち
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し

た
。こ

の
二
つ
の
ま
ち
が
、
１
月
７
日

に
双
方
の
議
会
に
お
け
る
協
議
会
設
置

の
議
決
を
受
け
て
、
同
日
に
こ
の
石
岡

市
・
八
郷
町
合
併
協
議
会
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。

　

合
併
特
例
法
で
は
、
３
月
末
日
ま

で
に
す
べ
て
の
協
定
項
目
の
協
議
を
整

え
、
新
市
建
設
計
画
を
策
定
し
、
県
知

事
に
申
請
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
相
当
に
厳
し
い
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
す
。

こ
の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
凝

縮
さ
れ
た
議
論
を
交
わ
し
、
効
率
的
な

議
事
運
営
を
進
め
な
が
ら
、
八
郷
町
と

石
岡
市
の
夢
あ
る
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

私
を
含
め
た
委
員
24
名
全
員
が
心

一
つ
に
し
て
、
８
万
３
千
余
の
住
民
の

負
託
に
こ
た
え
る
こ
と
が
そ
の
使
命
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
合
併
は
、
こ
の
地
域
の
歴
史
に

残
る
出
来
事
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、
そ

れ
だ
け
に
開
か
れ
た
協
議
会
の
中
で
、

地
域
の
土
台
を
築
く
た
め
の
前
向
き

な
議
論
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

石
岡
市
と
八
郷
町
の
住
民
の
皆
様
に

は
、
今
日
ま
で
理
解
あ
る
ご
支
援
を
い

た
だ
い
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
、
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭べ
ん
た
つ撻
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

相
互
信
頼
・
相
互
理
解
で

　
　
　
　
　
　
　

副
会
長　

菊
地
武
雄

　

第
１
回
目
の
合
併
協
議
会
が
ス
タ
ー

ト
し
、
今
日
に
至
る
経
過
を
振
り
返
り

ま
す
と
大
変
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
石
岡
市
と
八
郷
町
は
歴
史
的
に
見

て
も
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
そ
の
二

つ
の
ま
ち
が
合
併
を
目
指
し
て
協
議
を

重
ね
て
い
く
こ
と
は
、
ま
さ
に
新
し
い

時
代
の
理
想
の
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
っ

た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。

　

法
定
期
限
内
の
合
併
を
実
現
さ
せ
る

こ
と
が
、
私
ど
も
に
課
せ
ら
れ
た
最
大

の
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。
合
併
協
議

を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、
決
し
て
平
坦

な
道
の
り
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
前
の
４
市
町
村
合
併
協
議
会
に
お

け
る
解
散
の
教
訓
を
生
か
し
、
互
譲
の

精
神
で
効
率
的
な
協
議
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

副
会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
、
横
田
会
長
を
微
力
な
が
ら
補
佐

し
、
石
岡
市
と
八
郷
町
が
相
互
信
頼
と

相
互
理
解
の
も
と
良
好
な
関
係
で
手
を

携
え
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
、
第
１
回

協
議
会
の
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

◎合併協議会開催日程

第３回協議会　２月 12日 ( 土 ) 午前 10時～　
　ひまわりの館大ホール
第４回協議会　２月 23日 ( 水 ) 午後１時 30分～ 
　ひまわりの館大ホール
第５回協議会　３月１日 ( 火 )　午後１時 30分～
　ひまわりの館大ホール
※協議の状況により、変更することもあります。





合併協議会だより　vol.1

合
併
協
議
会
設
置
ま
で
の
歩
み

【
平
成
16
年
】

７
月
30
日　

美
野
里
町
・
玉
里

村
・
八
郷
町
・
石
岡
市
合
併
協

議
会
の
解
散
が
決
定

10
月
29
日　

石
岡
市
長
が
、
八
郷

町
と
玉
里
村
に
合
併
特
例
法
期

限
内
合
併
へ
の
協
議
を
申
し
入

れ
11
月
10
日　

八
郷
町
議
会
で
、
石

岡
市
か
ら
の
要
請
を
了
承

11
月
12
日　

玉
里
村
長
が
、
３
市

町
村
に
よ
る
合
併
協
議
に
は
参

加
で
き
な
い
旨
を
回
答

11
月
19
日　

八
郷
町
議
会
で
石
岡

市
と
の
合
併
協
議
推
進
を
決
定

11
月
29
日　

市
長
が
市
議
会
で
八

郷
町
と
の
期
限
内
合
併
を
提
案

12
月
９
日　

市
長
が
八
郷
町
と
の

合
併
協
議
会
設
置
議
案
を
い
っ

た
ん
取
り
下
げ
、
合
併
に
関
す

る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

12
月
27
日　

市
長
が
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
を
受
け
、
協
議
会

設
置
議
案
を
再
度
提
案
す
る
こ

と
を
表
明

【
平
成
17
年
】

1
月
７
日　

石
岡
市
・
八
郷
町
両

　

議
会
で
、
石
岡
市･

八
郷
町
合

　

併
協
議
会
の
設
置
議
案
を
可
決

　

し
、
合
併
協
議
会
が
設
置

　

10
月
１
日　

新
設
合
併

　
　

 
事
務
所
は
石
岡
市
役
所

　

最
重
要
項
目
で
あ
る
合
併
方
式
・
合

併
期
日
・
新
市
名
称
・
新
市
の
事
務
所

の
位
置
は
、
横
田
会
長
の
提
案
に
よ
っ

て
一
括
協
議
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
市
名
称
は
「
石
岡
市
」、
事
務
所

の
位
置
は
石
岡
市
役
所
（
石
岡
市
大
字

石
岡
３
１
６
５

－

２
）
と
決
ま
り
ま
し

た
。

　

合
併
の
期
日
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
へ

の
影
響
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
統
合
、
予

算
編
成
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
覚

え
や
す
い
10
月
１
日
と
決
定
。

　

合
併
方
式
は
、
石
岡
市
の
委
員
か
ら

｢

編
入
が
望
ま
し
い
」
と
の
意
見
が
あ

り
、
こ
れ
に
対
し
八
郷
町
の
複
数
の
委

員
か
ら
「
新
設
以
外
は
考
え
て
い
な
い

｣

旨
の
発
言
が
あ
り
、
協
議
は
一
時
中

断
し
ま
し
た
。

　

休
憩
後
、
石
岡
市
の
委
員
か
ら
「
最

初
は
編
入
と
思
っ
て
い
た
が
、
八
郷
町

で
名
称
も
事
務
所
の
位
置
も
譲
っ
て
く

れ
た
の
で
、
合
併
方
式
の
考
え
は
改
め

る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
た
。
合
併
は
相

互
に
譲
り
合
い
認
め
合
う
こ
と
が
大
切

な
の
で
、方
式
は
新
設
で
い
い
と
思
う
」

と
い
う
意
見
が
出
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
石
岡
市
の
委
員
か
ら｢

四
つ
の
と
き

は
新
設
だ
っ
た
の
で
、
新
設
で
問
題
は

な
い｣

「
市
民
に
と
っ
て
、
新
設
の
方

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る｣

な
ど
の
意
見
が

続
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
八
郷
町
の
菊
地
町
長
が｢

議

会
に
も
町
民
に
も
対
等
合
併
と
い
う
こ

と
で
理
解
を
得
て
い
る
。
八
郷
町
に
と

っ
て
対
等
は
譲
れ
な
い
線
で
、
こ
の
こ

と
は
理
解
し
て
ほ
し
い｣

と
力
説
し
、

満
場
一
致
で
新
設
合
併
に
決
定
し
ま
し

た
。

ふれあいの里石岡「ひまわりの館」で開催された協議会

　

協
議
会
の

　
　
　

会
議
運
営(

概
要)

・
会
議
は
会
長
が
招
集
し
、
委
員

の
半
数
以
上
の
出
席
で
開
催
で

き
ま
す
。

（
規
約　

第
９
条
・
10
条
）

・
会
議
の
議
事
は
、
全
会
一
致
が

原
則
で
す
。
十
分
な
議
論
を

尽
く
し
て
も
意
見
が
分
か
れ

た
場
合
は
、
議
長
の
判
断
で
出

席
委
員
の
３
分
の
２
以
上
の

賛
成
（
挙
手
）
で
決
定
し
ま
す
。

（
会
議
運
営
規
程　

第
５
条
）

・
傍
聴
人
の
定
員
は
30
人
で
す
。

受
付
を
開
催
時
刻
の
30
分
前

か
ら
先
着
順
に
行
い
ま
す
。
そ

の
時
点
で
、
希
望
者
が
30
人

を
超
え
た
場
合
は
、
く
じ
引

き
で
決
定
し
ま
す
。

（
傍
聴
規
程　

第
２
条
・
３
条
）





◇合併協議会の組織図

事　務　局

局長・次長・総括班長
総務班・調整班・計画班
（計 11名体制）

協議会の会議関係

協議資料の作成

協議会の庶務

合　併　協　議　会

会　長　横田凱夫（石岡市長）

副会長　菊地武雄（八郷町長 )

委　員

（議長 2・議員 10・学識経験者 10）

顧　問

　合併に関するすべての協議

幹　事　会

幹事長　　阿部　聖（石岡市助役）
副幹事長　白田龍滋（八郷町助役）
幹事８名（総務企画部課長等）

会長の指示を受け、協議会に提案する

事項についての協議・調整

分　科　会

８部会のもとに、23分科会
　担当係員で構成

専　門　部　会

総務　住民　保健福祉　産業経済
建設　教育　議会事務局　消防

の８部会

幹事長の指示による事務事業・制度調整

◇協議会が行うもの
　合併に関する協議、新市建設計画
　の作成、その他合併に関すること

合併協議会事務局

〒 315-0027
石岡市杉並二丁目１番１号
石岡市保健センター内
TEL 0299-27-8867

FAX 0299-24-1393

メール 

info_gappei@bz01.plala.or.jp

歳　出 　　　　　　予　算　額　　　　　　　単位：千円
運営費 会議費 2,950 委員報酬、会議録作成等

事務費 6,397 時間外手当、事務備品等
事業費 事業推進費 3,554 例規作成･建設計画策定等
予備費 予備費 100

合　　計 13,001

歳　入 　　　予　算　額　　　 単位：千円

負担金 13,000 石岡市・八郷町各 6,500
預金利子 1
合　計 13,001

　

16
年
度
事
業
計
画

・
３
月
ま
で
に
５
回
程
度
協
議
会
を

開
催

・
合
併
調
印
式
を
３
月
中
に
予
定

・
２
月
中
旬
に
住
民
説
明
会
を
開
催

・
合
併
協
議
会
だ
よ
り
を
石
岡
市･

八
郷
町
の
広
報
紙
に
掲
載

・
合
併
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
（
石
岡
市･

八
郷
町
の
公
式
ホ

ー
ム
ぺ
ー
ジ
と
リ
ン
ク
）

　

合
併
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

市
長
町
長

横
田
凱
夫  

菊
地
武
雄

 

議
長

久
保
田
健
一
郎
永
山
公
士

 

議
会

　

議
員

鈴
木
行
雄

亀
井
比
志
子

上
野
榮
一

磯
部
延
久

鈴
木
せ
つ
子

山

田　

保

入
江
貞
一

中
村
茂
夫

鈴
木
米
造

川
井
貞
夫

 

学
識

 

経
験
者

大
和
田
達
郎

浅
野
千
秋

岩
﨑
恒
男

井
坂
日
出
代

桜
井
仁
博

前
沢
榮
一

佐
々
木
明

小
松
崎
淑
江

諏
訪
原
守
（
県
南
総
合
事
務
所
長
）

藤
咲
康
二
（
県
市
町
村
課
長
）

（
上　

石
岡
市　
　

下　

八
郷
町
）

　

顧　

問

(

県
会
議
員)

戸
井
田
和
之
（
石
岡
市
）

桜
井
富
夫　
（
新
治
郡
）

坪
井　

透　
（
新
治
郡
）

監
査
委
員
久
保
田
満
男

本
図　

亨

会
議
資
料
は
閲
覧
で
き
ま
す

　

会
議
資
料
は
、
石
岡
市
役
所･

八
郷

町
役
場
の
企
画
課
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
閲
覧
時
間
は
、
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
の
開
庁
日
の
午
前
9
時

か
ら
午
後
5
時
ま
で
。

協
議
会
は
傍
聴
で
き
ま
す

　

定
員
は
30
名
。
協
議
会
開
始
30
分
前

に
先
着
順
で
受
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、

定
員
を
超
え
た
と
き
に
は
、
抽
選
と
な

り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
中
で
す

　

合
併
協
議
会
の
動
き
や
合
併
に
関
す

る
情
報
、
会
議
資
料
、
議
事
録
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。（
石
岡
市･

八
郷
町
の
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
リ
ン
ク
）

合併協議会だより　vol.1







合  　併
協 議  会
だ よ り

 vol.2

石岡市・八郷町

１１
の
協
議
事
項
が
可
決

　

第
２
回
合
併
協
議
会
が
、
１
月
26
日
に
八
郷
町
役
場
１
０
１
会
議
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
報
告
事
項
１
件
と
13
の
協
議
事
項
が
提
案
さ
れ
、
そ
の
う
ち
、
議
会

議
員
と
農
業
委
員
の
定
数
と
任
期
に
つ
い
て
は
、
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
市
の
住
所
の
表
示
は
、
地
域
の
文
化
・
歴
史
を
尊
重
し
、
大
字
を
省
き
現
行

の
ま
ま
存
続
さ
せ
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。
新
市
の
10
年
間
を
方
向
づ
け
る
建

設
計
画
の
原
案
も
示
さ
れ
、
県
と
の
協
議
に
向
け
て
、
準
備
が
整
い
ま
し
た
。

合併協議会だより　vol.2

第
２
回　

石
岡
市
・
八
郷
町
合
併
協
議
会

　

第
２
回
協
議
会
で
は
、
13
項
目
の
協

議
が
行
わ
れ
、
次
の
よ
う
な
調
整
方
針

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

調
整
方
針
は
こ
れ
か
ら
の
調
整
作
業

に
お
け
る
指
針
で
、
こ
れ
に
基
づ
き
具

体
的
な
項
目
に
つ
い
て
一
体
化
な
ど
の

調
整
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

財
産
・
債
務
は
新
市
に
引
き
継
ぐ

調
整
方
針

・
石
岡
市
と
八
郷
町
が
所
有
す
る
財
産

と
債
務
は
、
す
べ
て
新
市
に
引
き
継

ぎ
ま
す
。

新
市
に
お
い
て

職
員
の
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定

調
整
方
針

・
両
市
町
の
職
員
は
、
新
市
の
職
員
と

し
て
引
き
継
ぎ
ま
す
。

・
職
員
数
は
、
新
市
で
定
員
適
正
化
計

画
を
作
り
、
適
正
な
定
員
管
理
に
努

め
ま
す
。

石岡市・八郷町の主な財産と債務（平成 16年３月末現在）
区　　分 石岡市 八郷町

財　産

土　地 1,219,874 ㎡ 755,384 ㎡

建　物 172,619 ㎡ 104,136 ㎡

車　両 155台 126 台

基　金 4,794 百万円 1,932 百万円

債　務

地方債等 32,028百万円 21,872 百万円

債務負担行為

（H16以降の支出額）
650 百万円 2,437 百万円

石岡市・八郷町の職員数　（平成16年4月現在）

区　　分 石岡市 八郷町

首長事務部局 278人 221 人

議会事務局 7人 4人

監査委員事務局 3人 （兼任４）

教育委員会事務局 69人 47人

農業委員会事務局 4人 5人

消防機関 85人 －

地方公営企業 － 10人

合　　計 446人 287 人

一般行政職の平均年齢・給料
区　分 石岡市 八郷町

平均年齢 43歳 3月 44歳 1月

平均給料月額 3,422 百円 3,544 百円

ラスパイレス

指　数
95.2 98.4

（平成 16年４月現在）

※ラスパイレス指数：国家公務員の給与を
100 とした場合の地方公務員の給与水準

条
例
・
規
則
の
取
扱
い

調
整
方
針

　

条
例
・
規
則
の
制
定
は
、
次
の
３
つ

の
区
分
に
よ
っ
て
整
備
し
ま
す
。

・
合
併
と
同
時
に
制
定
し
、
施
行
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
も
の

・
合
併
後
、
一
定
の
地
域
に
暫
定
的
に

施
行
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
も
の

項　目 石岡市 八郷町
条　例 169 124
規　則 161 119
その他 488 239
合　計 818 482

条例などの数使
用
料
・
手
数
料
の
取
扱
い

調
整
方
針

・
使
用
料
は
、
原
則
現
行
の
と
お
り
。

　

た
だ
し
、
同
一
ま
た
は
類
似
す

る
施
設
の
使
用
料
は
統
一
す
る
よ

う
努
め
ま
す
。

・
手
数
料
は
、
合
併
時
に
統
一
す
る

よ
う
努
め
ま
す
。

使用料をとる主な社会教育施設
区
分

石岡市 八郷町

公
民
館

府中地区・東
地区・城南地
区公民館

中央公民館
地区公民館
（７館）

社

会

体

育

運動公園
海洋センター
柏原野球公園
柏原球技公園
柏原サッカー
公園

総合運動公園
武道館
ターゲットバー
ドゴルフ場
農業者トレーニ
ングセンター

・
合
併
後
、

逐
次
制
定

し
、
施
行

さ
せ
る
も

の

　
　
　

２
件
が
継
続
協
議





合併協議会だより　vol.2

( 財 ) 八郷町産業文化事業団が管理運営する茨城県フラワーパーク

　

議
員
任
期　

　

在
任
特
例
を
選
択

　

特
例
期
間
は
次
回
以
降
に

議
会
議
員
の
定
数
と
任
期
の
取
扱
い

　

新
市
に
お
け
る
議
会
議
員
の
取
扱
い

は
、
合
併
後
に
両
市
町
の
議
員
（
現:

石
岡
市
24
名
・
八
郷
町
20
名
）
が
２
年

以
内
の
期
間
、
引
き
続
き
在
任
で
き
る

｢

在
任
特
例｣

に
決
ま
り
ま
し
た
。

議員数と任期
区　分 石岡市 八郷町 計
人　口

（H12国調） 52,568 人 30,551 人 83,119 人

議員数 24人 20人 44人

任　期
平 成 19 年
５月１日

平 成 19 年
12月 31日

－

農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
と
任

期
の
取
扱
い
も
、
同
様
に
継
続
協
議
と

な
り
ま
し
た
。

主な公共的団体（例示）
区分 石岡市 八郷町
商工観光 商工会議所、観光協会、歴史ボランティアの会 商工会、観光協会、ふるさとの史跡守り隊

産業経済 ひたち野農協、森林組合、山王川・関川霞・高浜入
土地改良区

八郷町農協、森林組合、八郷町土地改良区

福祉関係 社会福祉協議会、老人クラブ連合会、石岡地方広域
シルバー人材センター

社会福祉協議会、老人クラブ連合会、八郷町シルバー人材
センター

教　育 ＰＴＡ連絡協、子ども会育成連合会、文化協会、体育協会、
スポーツ少年団、図書館ボランティア団体、美術協会

ＰＴＡ連絡協、子ども会育成連合会、文化協会、体育協会、
スポーツ少年団、婦人会、少年少女合唱団

消　防 石中学区婦人防火クラブ、府中中学区婦人防火クラ
ブ、小学校少年防火クラブ

八郷町婦人防火クラブ、小学校少年防火クラブ

住　民 くらしの会、自治会連合会 くらしの会、区長連合会

補
助
金
・
交
付
金
の
取
扱
い

調
整
方
針

　

両
市
町
の
補
助
金
、
交
付
金
な
ど
の

取
扱
い
は
、
次
の
と
お
り
新
市
に
お
い

て
調
整
し
ま
す
。

公
共
的
団
体
の
取
扱
い

調
整
方
針

・（
財
）
石
岡
市
開
発
公
社
と
（
財
）
八

郷
町
産
業
文
化
事
業
団
は
当
面
現

行
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

・
公
共
的
団
体
は
一
体
性
を
確
保
す

る
た
め
、
実
情
を
尊
重
し
な
が
ら
統

合
整
備
に
努
め
ま
す
。

・
独
自
の
団
体
は
、
原
則
と
し
て
現

行
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
期
間
に
つ
い
て
は
、

合
併
後
１
年
間
か
ら
２
年
間
ま
で
複
数

の
意
見
が
出
さ
れ
、
絞
り
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
休
憩
を
は
さ
ん
で
の

協
議
の
末
、
特
例
期
間
の
決
定
は
次
回

以
降
に
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。

・
同
一
同
種
の
補
助
金
・
交
付
金
な
ど

は
、
統
一
の
方
向
で
調
整
し
ま
す
。

・
独
自
の
補
助
金
・
交
付
金
な
ど
は
、

経
緯
、実
績
を
踏
ま
え
調
整
し
ま
す
。

( 財 ) 石岡市開発公社が管理運営する常陸風土記の丘
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合併協議会事務局
〒 315-0027

石岡市杉並二丁目１番１号
石岡市保健センター内
tel 0299-27-8867
fax 0299-24-1393

メール 
info_gappei@bz01.plala.or.jp

会
議
資
料
は
閲
覧
で
き
ま
す

　

会
議
資
料
は
、
石
岡
市
役
所･

八
郷
町
役
場
の
企
画
課
で
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
閲
覧
時
間

は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

開
庁
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
ら
れ
ま
す

　

合
併
協
議
会
の
動
き
や
合
併
に

関
す
る
情
報
、
会
議
資
料
、
議
事

録
を
随
時
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

（
石
岡
市･

八
郷
町
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
リ
ン
ク
）

協
議
会
は
傍
聴
で
き
ま
す

　

定
員
は
30
名
。
協
議
会
開
始
30

分
前
に
先
着
順
で
受
付
け
ま
す
。

た
だ
し
、
定
員
を
超
え
た
と
き
に

は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

町
名
・
字
名
は
そ
の
ま
ま
存
続

ー
大
字
は
用
い
な
い
で
表
記
ー

町
名
・
字
名
の
取
扱
い

調
整
方
針

町
名
・
字
名
と
区
域
の
取
扱
い
は
、

原
則
と
し
て
、
そ
の
地
域
の
文
化
や
歴

史
的
背
景
を
考
慮
し
、
現
行
の
ま
ま
存

続
し
ま
す
。
た
だ
し
、「
大
字
」
を
削

除
し
た
名
称
に
な
り
ま
す
。

〔例〕・
石
岡
市
大
字
石
岡
３
１
６
５
番
地
２

　

←

　
　

石
岡
市
石
岡
３
１
６
５
番
地
２

・
新
治
郡
八
郷
町

　
　
　

大
字
柿
岡
５
６
８
０
番
地
１

　

←

　
　

石
岡
市
柿
岡
５
６
８
０
番
地
１

２市町の大字名と町名

大

字

名

石岡市 八郷町
石岡・染谷・村上・
高浜・北根本・中津
川・東田中・東大橋・
小井戸・三村・石川・
井関・柏原・市川・
東野寺・下林※・半
ノ木・根当・池の台・
大砂・碁石沢・栄松・
正上内

柿岡・金指・片野・小幡・須釜・細谷・
上青柳・下青柳・加生野・狢内・鯨岡・
小山田・小屋・上曽・小倉・吉生・芦穂
中部・大増・大塚・太田・中戸・小見・
瓦谷・宇治会・部原・野田・佐久・小塙・
柴間・山崎・宮ケ崎・真家・東成井・根小屋・
下林※・嘉良寿理・片岡・浦須・上林・半
田・川又・月岡・青田・弓弦・柴内・辻・
菖蒲沢・小野越・仏生寺・朝日

町

名

石　岡　市
旭台一～三丁目・荒金・泉町・大谷津・貝地一、二丁目・柏原
町・鹿の子一～三、四丁目・北府中一～三丁目・国府一～七丁
目・正上内・杉並一～四丁目・杉の井・総社一、二丁目・田島一、
二丁目・東光台一～五丁目・並木・行里川・八軒台・茨城一～
三丁目・東石岡一～五丁目・東府中・府中一～五丁目・南台一
～四丁目・谷向町・若松一～三丁目・若宮一～四丁目

※印の「下林」は重複する大字で、石岡市は公衆用道路の２筆 慣
行
の
取
扱
い

調
整
方
針

・
市
章
、
市
民
憲
章
、
市
の
花
、
木
、
鳥
、

名
誉
市
民
制
度
、
表
彰
制
度
は
、
新

市
で
新
た
に
制
定
し
ま
す
。

・
都
市
宣
言
は
、
新
市
に
お
い
て
検
討

し
ま
す
。

　

協
議
の
中
で
、
市
章
は
石
岡
市
の
も

の
と
し
、
市
の
花
は
万
葉
集
な
ど
に
う

た
わ
れ
た
ユ
リ
、
木
は
常
緑
樹
の
椎
、

鳥
は
自
然
の
豊
か
さ
を
象
徴
す
る
ひ
ば

り
に
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
が
あ

り
、
全
員
が
賛
意
を
示
し
ま
し
た
。

主なシンボル
区分 石岡市 八郷町

市町章

花 ひまわり ユリ
木 けやき 椎
鳥 ひばり 未制定

2 市町の小中学校
石岡市 学級 児童・生徒 八郷町 学級 児童・生徒

石岡小学校 15 468 人 園部小学校 13 293 人

府中小学校 20 527 人 東成井小学校 ６ 161人

高浜小学校 ７ 110人 瓦会小学校 ７ 143人

東小学校 24 701 人 林小学校 ７ 178人

三村小学校 ７ 141人 恋瀬小学校 ８ 170人

関川小学校 ５ 71人 葦穂小学校 ７ 110人

北小学校 ６ 133人 吉生小学校 ６ 85人

南小学校 17 534 人 柿岡小学校 13 301 人

杉並小学校 17 517 人 小幡小学校 ７ 154人

小桜小学校 ７ 140人

石岡中学校 17 553 人 園部中学校 ８ 213人

府中中学校 17 522 人 有明中学校 ７ 210人

城南中学校 ８ 216人 柿岡中学校 12 378 人

国府中学校 ６ 214人 南中学校 ７ 153人

電
算
シ
ス
テ
ム
は

合
併
時
ま
で
に
統
合

調
整
方
針

・ 

基
幹
電
算
シ
ス
テ
ム
は
、
住
民
サ

石岡市の幼稚園 園　児

高浜幼稚園 18人

東幼稚園 23人

ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う

合
併
時
ま
で
に
統
合
し
ま
す
。

学
校
・
幼
稚
園
の
通
学
区
域
は

現
行
の
ま
ま

調
整
方
針

・
小
中
学
校
と
公
立
幼
稚
園
の
通
学

区
域
は
現
行
の
ま
ま
新
市
に
移
行

し
ま
す
。

・
区
域
外
就
学
と
指
定
校
変
更
は
、

石
岡
市
の
制
度
に
統
一
し
ま
す
。

新
市
建
設
計
画
の
原
案
を
了
承

　

新
市
建
設
計
画
は
原
案
が
示
さ

れ
、
全
会
一
致
で
了
承
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
の
県
と
の
協
議
を
経
て

３
月
上
旬
に
計
画
案
が
正
式
決
定

と
な
っ
た
と
き
、
そ
の
概
要
を
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。



農
地
の
売
買
に
は

　
　
　

許
可
が
必
要
で
す

〈
３
条
申
請
〉

　

農
地
を
耕
作
目
的
で
売
買
す
る

時
に
は
、
農
業
委
員
会
の
許
可
が

必
要
で
す
。
許
可
を
受
け
ず
に
行
っ

た
売
買
は
法
律
的
に
無
効
で
あ
り
、

所
有
権
移
転
の
登
記
が
で
き
ま
せ

ん
。

　

な
お
、
資
産
保
有
や
投
資
目
的

に
よ
る
売
買
、
ま
た
農
地
を
取
得

す
る
適
格
者
（
自
ら
が
権
利
に
基

づ
い
て
耕
作
す
る
面
積
が
、
申
請

地
を
含
め
て
50
㌃
以
上
）
で
な
い

場
合
は
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

農
地
の
転
用
に
は

　
　
　

許
可
が
必
要
で
す

　

農
地
の
転
用
と
は
、
農
地
を
住

宅
、車
庫
、工
場
、倉
庫
、資
材
置
場
、

駐
車
場
、
山
林
な
ど
に
用
途
を
変

更
す
る
こ
と
で
あ
り
、
農
業
委
員

会
を
経
て
、
知
事
の
許
可
が
必
要

で
す
。

〈
４
条
申
請
〉

　

自
分
名
義
の
農
地
を
転
用
す
る

場
合
。

〈
５
条
申
請
〉

　

他
人
名
義
の
農
地
を
買
っ
て
、
あ

る
い
は
借
り
て
、
転
用
す
る
場
合
。

　

４
条
申
請
と
５
条
申
請
は
次
の

よ
う
な
内
容
を
審
議
し
ま
す
。

①
転
用
の
目
的
は
適
正
か
。

②
転
用
の
面
積
は
適
正
か
。

③
必
要
な
同
意
は
あ
る
か
。

④
付
近
の
農
業
に
与
え
る
影
響
は

ど
う
か
。

⑤
転
用
の
目
的
は
確
実
に
実
現
で

き
る
か
ど
う
か
。

⑥
他
の
法
令
関
係
で
手
続
き
が
必

要
な
場
合
は
、
そ
れ
が
な
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
。

　

な
ど
を
書
類
審
査
し
、
ま
た
申

請
さ
れ
た
土
地
の
全
て
に
つ
い
て
、

現
地
へ
行
き
、
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

（
注
）
町
が
定
め
た
農
業
振
興
整
備
計
画
に
よ

る
農
用
地
区
域
内
の
農
地
は
、
原
則
と
し
て
、

許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ど
う
し
て
も
転
用
が
必
要
な
場
合
は
、
転
用

許
可
申
請
前
に
、
農
用
地
区
域
内
か
ら
の
除
外

の
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

転
用
申
請
を
す
る
場
合
は
、

農
振
が
除
外
さ
れ
て
い
な
い

と
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
２
階
農
政
課

　
（
内
線
１
２
１
３
）
ま
で
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

許
可
書
の
交
付
ま
で

〈
３
条
申
請
〉

毎
月
15
日
ま
で
に
申
請

定
例
委
員
会
で
決
定
（
毎
月
25
日
）

許
可
書
交
付
（
申
請
月
の
月
末
）

〈
４
条
・
５
条
申
請
〉

毎
月
15
日
ま
で
に
申
請

定
例
委
員
会
で
審
議
（
毎
月
25
日
）

県
（
ま
た
は
国
）
で
決
定

許
可
書
交
付
（
申
請
月
の
翌
月
の

末
日
以
降
）

※
申
請
・
委
員
会
開
催
日
が
土
・
日
・

祝
祭
日
の
場
合
に
は
そ
の
翌
日
に

な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
２
階　
　
　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
内
線
１
２
５
１
）

許
可
な
く

　
　
　

転
用
し
た
ら
？

無
断
転
用
に
は
厳
し
い
罰
則

　

許
可
を
受
け
ず
に
行
っ
た
行
為

は
、
農
地
法
違
反
で
す
の
で
、
農

地
等
の
権
利
取
得
の
効
力
が
生
じ

な
い
だ
け
で
な
く
、
都
道
府
県
知

事
は
工
事
の
中
止
、
現
状
回
復
な

ど
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
に
違
反
し
た
場
合

に
は
、
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、
あ
る

い
は
６
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は

30
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ

ま
す
。

農
地
転
用
の
手
続
き
は
？





　軽自動車税は４月１日現在の所有者に課税されます。次のような例等に該当していて、廃車や名義変更がされ

　ていない場合には軽自動車税が毎年課税されてしまいますので、至急手続きをしてください。

　例　１　登録したまますでに使用不可能となり、車両を放置している。

　　　２　ナンバーを返却せず、車両を処分してしまった。

　　　３　他人に譲渡したが、まだ名義変更をしていない。

　　　４　他人に譲渡したが、名義変更をしないまま車両が行方不明になってしまった。

　　　５　盗難に遭い車両がみつからず、廃車手続きをしていない。

手続きをする場所は、

軽自動車の種別によって次のようになります。それぞれ手数料がかかります。

　●三輪・四輪軽自動車　　　　　　　軽自動車検査協会土浦支所　０２９（８４３）３５３５

　●軽自動二輪車（１２６ｃｃ以上）　土浦自動車検査登録事務所　０２９（８４２）８１１１

　●八郷町ナンバーのバイク（１２５ｃｃ以下）農耕用車両　  役場 1階　住民課　内線１１１１

　廃車の手続きで必要なもの

　■三輪・四輪軽自動車（軽自動車検査協会土浦支所）

　　①ナンバープレート　②自動車検査証　③使用者と所有者の印鑑（法人の場合は代表者印）

　　④ナンバーがない場合は理由書（様式は軽自動車検査協会にあります）

　■軽自動二輪車（１２６ｃｃ以上）（土浦自動車検査登録事務所）

　　①ナンバープレート　②軽自動二輪届出済証または自動車検査証　③印鑑　④ナンバーがない場合は

　　理由書（様式は特にありません）⑤代理人の申請は委任状（２５１ｃｃ以上の場合）

■八郷町ナンバーのバイク（１２５ｃｃ以下）と農耕用車両（役場 1階住民課）

　　①ナンバープレート　②印鑑　③世帯員以外は委任状

　　④ナンバーがない場合はナンバー紛失届（窓口にあります）と紛失手数料２００円

※ 理由書（又はナンバー紛失届け）には、盗難でナンバープレートがない場合は、警察に盗難届を出した時

の受理番号・届出年月日・警察署名等を記入します。

　名義変更の手続きで必要なもの

■三輪・四輪自動車（軽自動車検査協会土浦支所）

　　　①自動車検査証　②新しい使用者の印鑑（法人は代表者印）　③使用者と所有者が異なる場合は所有

　者鑑④住民票（法人は商業登記簿謄本か抄本、外国人は外国人登録済み証明書いずれも発行後３ヶ月

　以内のもの）⑤管轄が変わる場合はナンバープレート

■軽自動二輪車（１２６ｃｃ以上）（土浦自動車検査登録事務所）

　　　　　①自動車検査証または軽自動二輪届出済証　②前所有者と新しい所有者の印鑑　③新しい所有者の住

　　民票④有効な自賠責保険証（２５０ｃｃ以下）　⑤管轄が変わる場合はナンバープレート　⑥代理人

　　の申請は委任状（２５１ｃｃ以上）

■八郷町ナンバーのバイク（１２５ｃｃ以下）と農耕用車両（役場 1階住民課）

　　　①新しい所有者の印　②世帯員以外は委任状　前所有者の住所かナンバーがわかれば変更できます。

軽自動車・バイク・農耕用車両の
　　廃車・名義変更について

●問い合わせ先　役場 1階　税務課　1131 ～ 1137

使っていない
バイクや農耕用車両
そのままになって
いませんか？





保
健
師
の
一
口
メ
モ

　

こ
の
と
こ
ろ
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
風
邪
な
ど
ひ
か
ず
に
元
気
に

過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
こ
た
つ
愛
好
者
で
し
ょ

う
か
。
こ
た
つ
に
一
度
足
を
入
れ
た
ら
最
後
、
30
分
後
に
は
首
か
ら
下
が

す
っ
ぽ
り
と
こ
た
つ
布
団
に
隠
れ
て
い
る
な
ん
て
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
た
つ
に
入
っ
て
い
る
と
不
思
議
と
安
心
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
事
が
で

き
ま
す
よ
ね
。
母
親
の
よ
う
な
暖
か
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

ご
家
庭
に
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
い
る
皆
さ
ん
、
わ
が
子
に
こ
た
つ
に

入
っ
て
い
る
時
の
よ
う
な
暖
か
さ
を
与
え
て
い
ま
す
か
。

　

核
家
族
、
共
働
き
の
家
族
が
増
え
、
し
か
も
子
ど
も
は
幼
い
頃
か
ら
習

い
事
を
し
て
い
る
現
代
で
は
、
毎
日
の
生
活
に
追
わ
れ
休
日
で
も
な
い
限

り
ゆ
っ
く
り
と
す
る
事
が
難
し
い
の
が
現
実
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
時
間
で
い
い
の
で
す
。
家
族
み
ん
な
で
こ
た
つ
に

入
り
今
日
一
日
の
出
来
事
を
語
り
あ
う
余
裕
が
欲
し
い
で
す
ね
。

　

皆
さ
ん
も
、冬
な
ら
で
は
の
こ
た
つ
で
一
家
団
ら
ん
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
師　

吉
田

●八郷町保健センター　電話43－ 6655

けんこう通信
　メールでの相談も受付けています。
　hoken@town.yasato.ibaraki.jp 

◆
お
子
さ
ん
の
予
防
接
種
は

　

お
済
み
で
す
か

　

八
郷
町
で
は
生
後
３
カ
月
か
ら
７
歳

６
カ
月
の
お
子
さ
ん
に
対
し
予
防
接
種

の
受
診
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
予
防
接
種
は
三
種
混
合

（
破
傷
風
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
咳
）

麻
疹
、
風
し
ん
、
日
本
脳
炎
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
と
ポ
リ
オ
は
八
郷

町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
集
団
接
種

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」

　

の
お
知
ら
せ

【
期
間
】

　

平
成
17
年
３
月
１
日
（
火
）
か
ら

　
　
　
　
　

３
月
７
日
（
月
）

＊
４
月
か
ら
入
園
・
入
学
な
ど
集
団
生

活
を
迎
え
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
方

は
こ
の
機
会
に
お
子
さ
ん
の
予
防
接
種

状
況
を
ご
確
認
下
さ
い
。

◆
お
子
さ
ん
の
予
防
接
種
に

　

つ
い
て
の
ご
質
問
は

八
郷
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

電
話
０
２
９
９
（
43
）
６
６
５
５

◆
講
座
の
お
知
ら
せ

「
第
８
回
県
民
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
管
理
講
座
」

　

筑
波
大
学
附
属
病
院
及
び
財
団
法
人

桐
仁
会
は
県
民
の
皆
様
の
医
療
意
識
の

向
上
を
図
る
事
を
目
的
に
筑
波
大
学
臨

床
医
学
系
教
官
の
協
力
を
得
て
、
第
８

回
健
康
管
理
講
座
を
八
郷
町
と
共
同
開

催
致
し
ま
す
。

【
講
演
内
容
】

　
「
生
活
習
慣
病
と
は
、
高
脂
血
症
と

言
わ
れ
た
ら
、
糖
尿
病
の
怖
い
合
併
症

を
防
ぐ
に
は
」

　

ス
ク
リ
ー
ン
を
見
な
が
ら
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
、質
疑
応
答
を
行
い
ま
す
。

【
講
演
者
】

　

筑
波
大
学
大
学
院

　

人
間
総
合
科
学
研
究
所

　

教
授　

山
田　

信
博　

先
生

　

講
師　

島
野　

仁　

先
生

　

講
師　

曽
根　

博
仁　

先
生　
　
　

【
日
時
】　

　

平
成
17
年
３
月
３
日
（
木
）

　

午
後
３
時
か
ら
５
時

【
会
場
】

　

八
郷
町
立
中
央
公
民
館

【
お
問
い
合
わ
せ
】

●
八
郷
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

０
２
９
９
（
43
）
６
６
５
５

●
財
団
法
人
桐
仁
会

　

０
２
９
（
８
５
８
）
０
１
２
８

＊
無
料
で
す
。
お
近
く
の
方
と
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
お
越
し
下
さ
い
。

「
教
室
紹
介
コ
ー
ナ
ー
」

〜
こ
こ
で
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し

て
い
る
教
室
の
紹
介
を
し
ま
す
〜

　

八
郷
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
住
民
の

皆
様
が
健
康
に
過
ご
せ
る
様
に
様
々
な

保
健
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
中
の
一
部
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

《
各
地
区
出
前
健
康
相
談
》

　

保
健
師
が
各
地
区
公
民
館
へ
出
向
き

血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
血
糖
値
測
定
を

無
料
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
健
康
に
関

す
る
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

＊
日
程
・
場
所
は
回
覧
文
書
及
び
お
知

ら
せ
版
等
で
ご
確
認
下
さ
い
。

《
糖
尿
病
相
談
》

　

八
郷
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
血
圧
測

定
、
尿
検
査
、
血
糖
値
測
定
を
実
施
し
、

保
健
師
及
び
管
理
栄
養
士
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

＊
毎
月
第
２
月
曜
日
の
午
前
中
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
連
休
な
ど
で
実
施
日
が

変
更
に
な
る
事
が
あ
り
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
版
等
で
日
程
を
ご
確
認
下
さ
い
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

　

こ
の
ほ
か
に
随
時
来
所

　

相
談
も
無
料
で
実
施
し

　

て
い
ま
す
。





　

八
郷
町
の
町
史
編
さ
ん
事
業
を
始
め
て
か
ら

あ
ら
た
め
て
町
内
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財

の
見
直
し
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

一
番
最
初
は
文
化
庁
の
依
頼
も
あ
り
、
埋
蔵

文
化
財
の
調
査
で
し
た
。
続
い
て
、
未
登
録
文

化
財
の
調
査
と
い
う
こ
と
で
、
寺
院
に
安
置
さ

れ
て
い
る
仏
像
の
調
査
、
そ
し
て
今
は
寺
社
な

ど
建
造
物
文
化
財
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
町
史
編
さ
ん
事
業
以
前
か
ら

教
育
委
員
会
で
は
、
無
形
文
化
財
を
含
め
て
調

査
し
て
記
録
保
存
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は

必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
の
調
査
で
あ
り
、
記
録
保

存
で
あ
っ
た
り
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
現
在

で
も
記
録
保
存
と
な
る
と
、
調
査
し
た
中
の
ほ

ん
の
一
部
し
か
冊
子
に
ま
と
め
た
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
十
年
ほ
ど
の
間
に
十
冊
ほ

ど
の
冊
子
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
、
八
郷
町
史
の
通
史
の
刊
行
が
間
近
で
す

の
で
そ
の
中
に
い
く
つ
か
の
大
切
な
文
化
財
に

つ
い
て
の
掲
載
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
で
き
れ

ば
単
独
の
文
化
財
冊
子
を
刊
行
で
き
れ
ば
な
ど

と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○
埋
蔵
文
化
財

　

文
化
庁
の
依
頼
で
始
ま
っ
た
調
査
で
し
た
が

三
年
の
歳
月
を
か
け
て
、無
土
器
・
縄
文
・
弥
生
・

古
墳
の
各
時
代
別
に
調
査
し
た
結
果
は
、
現
在

指
定
し
て
い
る
遺
跡
を
含
め
て
一
四
六
ヵ
所
を

指
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
も
っ
と
も
多
い
遺

跡
は
縄
文
時
代
の
遺
跡
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く

は
湮
滅
地
で
あ
っ
て
、
表
面
に
土
器
片
が
散
在

し
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
ヵ
所

で
あ
っ
て
も
か
な
り
広
い
面
積
に
散
在
す
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
開
発
な
ど
の
場
合
に
は
徹
底

し
た
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
埋
蔵
文
化
財
で
も

っ
と
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
古
墳

の
遺
跡
で
あ
る
。
八
郷
町
で
は
、
丸
山
古
墳
・

佐
自
塚
古
墳
・
兜
塚
古
墳
・
岩
谷
古
墳
な
ど
知

ら
れ
て
い
る
古
墳
も
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
小

さ
な
円
墳
が
多
く
、
約
一
五
〇
基
ほ
ど
が
点
在

す
る
。
多
く
は
古
墳
群
の
中
に
点
在
し
て
い
る

が
、
単
基
で
は
こ
れ
か
ら
も
発
見
さ
れ
る
可
能

性
が
高
い
。

○
未
登
録
文
化
財
・
建
造
物
文
化
財

　

全
国
的
に
仏
像
の
盗
難
な
ど
が
あ
り
、
八
郷

町
で
も
数
躰
の
仏
像
盗
難
が
あ
り
、
ど
の
よ
う

に
保
護
す
べ
き
か
、
指
定
す
べ
き
貴
重
な
仏
像

や
仏
画
が
あ
る
か
ど
う
か
、
建
造
物
で
は
、
文

化
財
と
し
て
登
録
す
べ
き
か
ど
う
か
な
ど
を
調

査
確
認
し
た
。
寺
社
・
堂
宇
三
五
九
ヵ
所
、
近

八
郷
の
歴
史　
(47)

代
建
造
物
二
十
五
棟
、
仏
像
仏
画
・
法
具
・
彫

刻
な
ど
三
〇
〇
点
以
上
の
調
査
で
し
た
。

　

長
楽
寺
・
大
覚
寺
・
正
法
寺
・
雲
照
寺
・
真

光
寺
・
広
福
寺
・
観
音
寺
・
光
明
院
跡
・
横
室

神
社
・
菖
蒲
沢
公
民
館
・
地
磁
気
観
測
所
・
日

笠
神
社
・
定
光
寺
な
ど
で
、
平
安
末
・
鎌
倉
・

室
町
・
江
戸
期
な
ど
の
仏
像
・
仏
画
・
彫
刻
な

ど
が
発
見
さ
れ
、
建
造
物
で
は
登
録
文
化
財
と

し
て
価
値
の
あ
る
も
の
も
あ
り
指
定
で
き
な
い

か
な
ど
の
検
討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

い
よ
い
よ
、
八
郷
町
史
が
発
刊
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
段
階
で
、
ど
れ
だ
け
歴
史
の
記
述
の

中
に
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
を
掲
載
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
と
四
苦
八
苦
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　

町
史
編
さ
ん
編
集
主
幹　
　

関　
　

肇

八
郷
町
の
文
化
財

図書室からのご案内

新刊図書ご案内

○一般図書

いばらぎじゃなくていばらき

　　　　　　　　　　　　　青木　智也

ピンちゃんのモノづくり奮戦記

　　　　　　　　　　　　　佐藤　一男

金砂大祭礼　　　　　　　　茨城新聞社

ドキュメントＨＡＺＡＮ誕生 茨城新聞社

茨城の酒と蔵　　　　　　　茨城新聞社

茨城の占領時代   40人の証人 茨城新聞社

いばらきの湯　　　　　　　茨城新聞社

常陸国風土記をゆく　　　　柴田　弘武

新考　伊能忠敬　　　　　　伊藤　一男

常磐線沿線の湧水　　　　　福島　茂太

○児童図書

まんがサイエンス　　あさり　よしとも

新世界絶滅危機動物図鑑　　今泉　忠明

あめふり　　　　　　　さとう　わきこ

いそがしいよる　　　　さとう　わきこ

すいかのたね　　　　　さとう　わきこ

どろんこおそうじ　　　さとう　わきこ

たいへんなひるね　　　さとう　わきこ

そりあそび　　　　　　さとう　わきこ

やまのぼり　　　　　　さとう　わきこ

あひるのたまご　　　　さとう　わきこ

八郷町立中央公民館  電話 43－6262

○本の貸し出しは 1人当たり 1
回 5冊までです。
○貸し出し期間は 2週間です。
土･日もご利用できます。

開室時間　午前8時30分から午後5時





二十歳を節目に新たなスタート
　平成16年度八郷町成人式典が1月9日に中央公民館

で行われました。今年は346名の新成人が式典に参加。

会場は晴れ着に身を包んだ若者たちで華やかな雰囲気に

包まれました。

　式典では、新成人に成人証書と記念品が授与され、町

長をはじめ、多数の来賓からお祝いの言葉が贈られまし

た。新成人を代表して、飯村大さん（山崎）が謝辞を述

べ、「今日という日を新たな出発点とし、大人としての

責任と義務を肝に銘じ、焦らず一歩一歩、着実に精進し

ていくつもりでおります」と気持ちを新たに決意を語り

ました。

　今年の成人式に掲げられたテーマは「歩  ～

未来へ～」それぞれの未来を充実したすば

らしいものにしてほしいですね。

●まちの話題できごと

　

１
月
22
・
23
日
に
尾
瀬
岩
鞍
ス
キ
ー
場

で
開
催
さ
れ
た
茨
城
県
ス
キ
ー
技
術
選
手

権
大
会
で
、
瓦
谷
の
小
松
友
行
さ
ん
（
八

郷
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
所
属
）
が
見
事
優
勝
を

飾
り
、
３
月
９
〜
14
日
に
長
野
県
八
方
尾

根
で
開
か
れ
る
全
日
本
ス
キ
ー
技
術
選
手

権
出
場
の
切
符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次
の
大
会
で
の

ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。　

瓦
谷
の
小
松
友
行
さ
ん
優
勝
!!

えるよい機会になっていると思う。特に作文については、

思いやりの心育成に取り組んだ結果が身に付いている証

であり、これからも、人権や優しさ思いやりについて、

地域とも連携して児童に浸透させていく」と話していま

す。

日本郵政公社主催
コンクールで町内から入賞
　このほど、日本郵政公社主催「第30回私のア

イデア貯金箱コンクール」の中央審査会において、町立

柿岡小学校5年の松崎翼さんがアイデア賞に、同4年

の杉山諒さんが関東支社長賞に入選。地方審査では同1

年の川井拓磨さんが八郷郵便局長賞に入選しました。

　また、「第14回国際ボランティア作文コンクール」

においては、団体の部で柿岡小学校（岡本利道校長）が

日本郵政公社関東支社長賞を受賞。同小は、昨年も団体

の部で理事長賞を受賞しており、2年連続での団体賞受

賞となりました。個人の部でも、同5年の小松崎岬さ

んが日本郵政公社関東支社長賞を受賞しました。

　岡本校長は「子どもたちが取り組んだ結果で、ありが

たい。こういった作品・作文などはいろいろなことを考

安
全
で
安
心
で
き
る

　

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　

安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
推
進

大
会
が
1
月
29
日
に
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
犯
罪
や
事
故
の
な
い
地
域

社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
石
岡
警
察
署
と

管
内
6
市
町
村
が
共
催
。関
係
機
関
団
体
、

住
民
な
ど
お
よ
そ
３
０
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
水
戸
女
子
高
等
学
校
長
・
鈴
木
康

之
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、「
振

り
込
め
詐
欺
」
の
寸
劇
が
八
郷
高
校
生
ら

に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
件
事
故
を

未
然
に
防
止
す

る
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
防
犯

意
識
を
持
つ
こ

と
が
つ
大
切
で

す
。





　

広
報
や
さ
と
の
14
・
15
㌻
「
み
ん
な
の

広
場
」
習
字
コ
ー
ナ
ー
、
や
さ
と
文
芸
、

わ
た
し
も
一
言
、
イ
ラ
ス
ト
へ
の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　
　

広
報
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

●まちの話題できごと

■
訂
正
と
お
詫
び　

▽
広
報
や
さ
と
平
成

17
年
1
月
号
3
㌻
の
「
平
成
15
年
第
4
回

議
会
定
例
会
」
は
「
平
成
16
年
第
4
回
議

会
定
例
会
」
の
誤
り
で
す
。
▽
同
3
㌻
下

か
ら
２
段
目
「
八
郷
町
準
用
河
川
の
流
水

占
用
料
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
4

4

を
改
正

す
る
条
例
」
は
「
全
部
4

4

を
改
正
す
る
条
例
」

の
誤
り
で
す
。
▽
同
3
㌻
下
か
ら
２
段
目

左
か
ら
5
行
目
の
「
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
２
０
万
４
千
円
を
減
額
4

4

し
て
」
は
「
増4

額4

し
て
」
の
誤
り
で
す
。
▽
同
14
㌻
習
字

コ
ー
ナ
ー
・
左
の
作
品
「
野
村
恵
」
さ
ん

は
、「
青
木
恵
」
さ
ん
の
誤
り
で
す
。
▽

同
16
㌻
広
報
ク
イ
ズ
3
問
目
の
「
12
月
9

日
に
恋
瀬
小
学
校
で
行
わ
れ
た
化
学
実
験

教
室
」
は
、「
12
月
11
日
に
恋
瀬
小
学
校

で
行
わ
れ
た
科
学
実
験
教
室
」
の
誤
り
で

す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
応
募
者
全

員
正
解
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
▽
以

上
、
訂
正
す
る
と
と
も
に
深
く
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

町
立
園
部
中
学
校
へ
、
藤
商
事
有
限
会

社
よ
り
、
卓
球
台
3
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

第28回町民マラソン大会結果
　第28回やさと町民マラソン大会が1月29日に八郷

町総合運動公園で開催され、508名の参加者がレースに

挑みました。

　結果は次のとおりです。【敬称略】

〔２㎞コース〕

▽小学校3・4年男子の部
①久保達也（園部小）②萩原大智
（柿岡小）③小林学裕（林小）④
藤岡睦（園部小）⑤塚田啓雅（柿
岡小）⑥加藤将也（林小）

▽小学校3・4年女子の部
①加藤優（林小）②長谷川眞子（小
幡小）③加藤愛理（園部小）④小
林真由香（つくばねスポ少）⑤実
方百恵（園部小）⑥玉熊春乃（吉
生小）

▽小学校5・6年女子の部
①苅部里美（つくばねスポ少）②
吉田穂菜美（恋瀬小）③上田美紗
希（小幡小）④柘植真理子（恋瀬小）
⑤小松崎千春（小桜小）⑥柴田茉
里（園部小）

〔３㎞コース〕

▽小学校5・6年男子の部
①酒井政貴（小桜小）②川井大輔
（柿岡小）③倉田泰明（東成井小）
④鈴木聡晃（東成井スポ少）⑤萩
原大希（つくばねスポ少）⑥木村
公亮（小幡小）

▽中学女子の部
①中尾美咲（園部中）②金子美津
紀（園部中）③高柳春香（園部中）
④薄井桃子（園部中）⑤実方瞳（園
部中）⑥萩原満奈美（園部中）

▽壮年男子（50歳以上）の部
①仁平森義（小幡）②江幡政光（常
北町）③笹沼登（下林）④林義雄
（柿岡）

〔５㎞コース〕

▽中学男子の部
①木村祐太郎（園部中）②花和
諒（園部中）③真家宗嗣（園部中）
④平塚涼介（有明中）⑤川松達矢
（園部中）⑥大槻進矢（園部中）

▽一般男子の部
①山本則幸（山崎）②常井裕二（園
部中教員）

▽壮年男子（40歳以上）の部
①横倉学（岩間町）②岡本恵次（柿
岡）③三輪豊（鯨岡）

▽壮年女子（40歳以上）の部
①長谷川和江（須釜）

▽壮年男子（50歳以上）の部
①石崎均（友部町）②鈴木正男（山
崎）

〔10㎞コース〕

▽高校男子の部
①石崎則幸（八郷高校）②吉川瑞
貴（八郷高校）③石塚茂樹（八郷
高校）

▽一般男子の部
①川瀬和幸（美野里クラブ）②小
松崎一郎（川又）③木村忠夫（山
崎）④矢口典弘（下林）⑤大塚泰
司（真家）⑥中嶋洋（加生野）





習
字
コ
ー
ナ
ー

　
　

短　

歌　
　
　
　
　
　

大
塚　

誠　

選

吾
が
焼
き
し
瓶か
め

に
狹
庭
の
終
り
菊
を
夫
に
手
向
け
て
心
和
み
ぬ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
岡　

萩
原　

照
子

平
成
の
世
に
何
を
見
む
新
札
の
一
葉
清
き
眼
差
に
し
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

荒
井　

幸
子

忌き

に
ふ
れ
て
先
祖
敬
ふ
営
み
は
引
継
が
れ
を
り
仕
来
り
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓
弦　

塚
田　

キ
ヨ

　
　

俳　

句　
　
　
　
　
　

綿
引　

鼓
峰　

選

お
土
産
の
寒
芹
束
ね
待
ち
く
れ
し　
　
　
　
　
　
　

瓦
谷　

山
崎　

景
子

あ
わ
あ
わ
と
乙
女
の
夢
よ
冬
桜　
　
　
　
　
　
　
　

太
田　

坂
本
き
み
子

阿
弥
陀
堂
茅
葺
ま
ろ
し
梅
ふ
ふ
む　
　
　
　
　
　
　

片
岡　

馬
場　

小
零

　
　

俚　

謡　
　
　
　
　
　

鈴
木　

弦
月　

選

老
を
感
じ
ぬ
揃
っ
た
夫
婦
う
す
い
髪
に
も
匂
う
青
春　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
林　

菊
地
と
し
子

お
屠
蘇
酌
み
合
い
揃
っ
た
家
族
写
す
写
真
も
に
こ
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柿
岡　

鈴
木
千
代
子

親
の
愛
情
で
育
っ
た
宝
写
す
晴
着
の
似
合
う
髪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
林　

白
井
冨
喜
江

星
の
宮
幼
稚
園
幼
長　

青
木 

拓
郎

習い始めて間もない、寅歳生
れの意地っ張りの子だけに、
切れ味するどく、生々とした
たのしい習字で秀作です。

柿
岡
小
二
年　

原
部 

拓
海

習字は嫌いだと言って書い
ていますが、感がかなりい
いので、大分上手になりま
した。肉太で、力強く堂々
として男性的な秀作です。

●
や
さ
と
文
芸

みんなの広場

評   （
財
）獨
立
書
人
団
審
査
会
員   

関  

翠
邱

●「
わ
た
し
も
一
言
」

最
近
、
私
の
地
区
に
配
布
さ
れ
た
『
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
有
明
』
に
、「
い

た
く
心
に
残
る
」
記
事
（
※
抜
粋
）
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
当
該

地
区
に
と
ど
ま
ら
ず
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
頂
い
た
ら
ど
う
か
と

思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
非
行
は
単
に
教
育
現
場
の
先
生
方
の
努
力
の

み
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と

で
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
、
関
係
諸
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
し
っ
か

り
認
識
し
て
健
全
な
青
少
年
の
育
成
に
努
め
な
け
れ
ば
良
い
成
果
も
期
待

で
き
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
す
で
に
活
動
し
て
い
る
「
青
少
年
を
育
て
る

八
郷
町
民
の
会
」
な
ど
の
よ
り
よ
い
成
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
期

待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匿　

名

●皆さんが作る
ページです。
作品をお寄せく
ださい。

　

こ
の
文
は
、
平
成
16
年
2
月
に

有
明
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
発
行
し
た

文
集
「
有
明
の
ひ
ろ
ば
」
の
中
か

ら
一
部
抜
粋
し
、
平
成
16
年
12
月

発
行
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
有
明
」
に

掲
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

私
達
の
中
学
校
時
代
。
入
れ
替
え
て

も
入
れ
替
え
て
も
次
々
と
割
ら
れ
て
い

く
窓
ガ
ラ
ス
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
投
げ

捨
て
ら
れ
た
タ
バ
コ
の
吸
殻
。
目
も
う

つ
ろ
う
つ
ろ
に
ふ
ら
つ
い
て
い
る
中
学

生
。

　

今
の
有
中
生
を
見
て
思
い
ま
す
。
あ

な
た
達
の
視
線
の
先
に
は
何
が
見
え
て

い
ま
す
か
。明
る
い
未
来
で
す
か
。真
っ

暗
な
闇
で
す
か
。
ど
ち
ら
に
す
る
の
も

あ
な
た
達
自
身
な
の
で
す
。

　

四
十
に
な
っ
た
今
、
中
学
時
代
の
仲

間
達
と
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
て
、

話
す
の
は
昔
の
仲
間
達
の
話
。
ま
じ
め

に
な
っ
た
子
も
い
る
が
、
あ
の
当
時
、

シ
ン
ナ
ー
で
ろ
れ
っ
て
い
た
子
の
大
半

が
そ
の
ま
ま
覚
せ
い
剤
に
溺
れ
、
刑
務

所
と
外
の
世
界
を
行
っ
た
り
来
た
り
し

て
い
る
。
い
い
歳
を
し
て
・
・
・
と
思

う
の
だ
が
、
な
か
な
か
人
生
の
リ
セ
ッ

ト
を
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
ら
し
い
。

　
「
中
学
校
に
は
退
学
が
な
い
。
だ
か

ら
何
を
し
て
も
大
丈
夫
。」
そ
う
思
っ

て
い
た
時
代
も
あ
っ
た
。
で
も
、
辞

め
ら
れ
な
い
か
ら
逃
げ
ら
れ
な
い
、
そ

ん
な
現
実
が
あ
っ
た
の
を
思
い
出
さ
れ

る
。

　

ま
わ
り
を
見
る
余
裕
が
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
ち
ょ
っ
と
ゆ
っ
く
り
と

ま
わ
り
を
見
回
し
て
く
だ
さ
い
。
き
っ

と
、
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
る
人
が
い

る
は
ず
で
す
。
そ
の
手
を
勇
気
を
出
し

て
握
っ
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
、
ま
た

違
う
世
界
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

そ
の
手
を
勇
気
を
出
し
て
握
っ
て
く
だ

さ
い
。
き
っ
と
、
ま
た
違
う
世
界
が
見

え
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

た
っ
た
三
年
間
の
中
学
校
生
活
で

す
。
楽
し
く
悔
い
の
な
い
三
年
間
に
し

て
く
だ
さ
い
ね
。

※
抜
粋中

学
生
っ
て　
　
　

匿
名

「
有
明
の
ひ
ろ
ば
」
よ
り





●

【
材
料
４
人
分
】

○
じ
ゃ
が
い
も　

中
３
個 

○
玉
ね
ぎ
（
み
じ
ん
切
り
）

大
さ
じ
２  

○
ひ
き
肉　

２
０
０
ｇ 

○
Ａ
《
し
ょ
う
が

（
み
じ
ん
切
り
）・
に
ん
に
く
（
み
じ
ん
切
り
）・
豆
板

醤　

各
小
さ
じ
１
》
○
Ｂ
《
ケ
チ
ャ
ッ
プ
・
し
ょ
う
ゆ
・

さ
と
う
・
酒　

各
大
さ
じ
１
》
○
水　

カ
ッ
プ
１ 

○

サ
ラ
ダ
油　

大
さ
じ
１ 

○
片
栗
粉　

適
量

【
作
り
方
】

①
じ
ゃ
が
い
も
は
２
㎝
角
に
切
り
、
水
に
さ
ら
す
。

②
玉
ね
ぎ
と
Ａ
を
サ
ラ
ダ
油
で
炒
め
る
。

③
②
に
ひ
き
肉
を
加
え
て
炒
め
、さ
ら
に
じ
ゃ
が
い
も
、

Ｂ
、
水
カ
ッ
プ
１
を
加
え
、
ふ
た
を
し
て
約
５
分
く
ら

い
煮
る
。

④
ふ
た
を
取
っ
て
、
水
分
が
な
く
な
る
ま
で
煮
詰
め
、

水
溶
き
片
栗
粉
適
量
を
加
え
る
。

⑤
皿
に
盛
り
、
彩
り
に
香
菜
な
ど
を
適
宜
添
え
る
。

イ
ラ
ス
ト

わ
が
家
の

　
　
　

ア
イ
ド
ル


家
族
か
ら
の
一
言

　

犬
や
猫
の
動
物
が
大
好
き
な
元
気

い
っ
ぱ
い
の
女
の
子
で
す
。
音
楽
も

好
き
で
、
音
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か

し
た
り
し
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
真
似

ば
か
り
し
て
、
お
も
ち
ゃ
の
車
で
遊

ん
だ
り
も
し
て
い
ま
す
。

　

礼
儀
正
し
く
淑
や
か
な
人
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

ぽ
っ
か
ぽ
っ
か

麻
婆
じ
ゃ
が
い
も

食生活改善推進員（ヘルスメイト）

田中　幸枝　（小屋）

平
成
15
年
9
月
18
日
生
ま
れ

半田　関 香織

みんなの広場

富
田 

妃ひ

か

り

花
栞 

ち
ゃ
ん

太
田父　

雅
史
さ
ん　

母　

純
子
さ
ん

P.N　ピンクP.N チョ →×２  バリ×２  エド
LOVE

月岡　萩原 志づ

P.N　明暗 P.N　ナウシカ

わ
た
し
の
手
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3つの答えの中から正解を選びハガキに書いて
送ってください。
①八郷町が誕生してから今年で何年になりま
すか？
Ａ－30年　　Ｂ－40年　　Ｃ－50年
②平成16年度成人式典に掲げられたテーマは
なんですか？
Ａ－歩～未来へ～　　Ｂ－輝く未来へ
Ｃ－新たな旅立ち
③国保の退職者医療制度は、年金証書が届いて
から何日以内に国保の窓口に届け出をしなけれ
ばならないでしょうか？
Ａ－７日　　Ｂ－10日　　Ｃ－14日

【応募の方法】

☆ハガキに広報クイズ203と書き、答えの記
号（例①－Ａ）、住所、氏名、年齢、世帯主名
と「私もひとこと」へのご意見や広報の感想な
どを書いて送ってください。イラストなども大
歓迎。
☆締切日　平成17年3月15日（当日消印有効）
☆応募先　〒315-0195　八郷町柿岡5680-1
　　　　　　八郷町役場秘書広聴課
☆当選者の発表　　本紙4月号

［広報クイズ201の当選者の発表］

正解は①－C、②－Ｂ、③－Bでした。応募総
数44通、正解43通の中から次の10人が当
選しました。
市村幸三（小見）小松崎博美（上曽）島田敦弘
（須釜）関きみ子（柿岡）関口瞬也（柿岡）田
口博保（柿岡）仁平茂子（小幡）萩原志づ（月岡）
菱沼恵美（月岡）藤崎美恵子（真家）【敬称略】

全問正解者のなかから抽選
で素敵な賞品が当たるよ

広報クイズ203

広報やさとは、町内の常陽銀行、水戸信用金庫、各郵便局、コンビニエンスストアー（セイコーマート各店、セブンイレブン）、恋瀬出張所、園部出張所に置いてあります。
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昭
和
30
年
に
一
町
七
カ
村
が

合
併
し
て
八
郷
町
が
誕
生
し
て

か
ら
、
今
年
１
月
で
50
周
年
の

節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
50

年
間
を
町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
と
歩
ん
で
き
た
八
郷
町
は
、

10
月
１
日
の
石
岡
市
と
の
合
併

に
向
け
て
、
現
在
話
し
合
い
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。今
月
号
か
ら
、

石
岡
市
と
八
郷
町
の
合
併
に
つ

い
て
合
併
協
議
会
の
様
子
や
、
詳

し
い
取
り
決
め
な
ど
の
内
容
を

お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
合
併
協
議

会
だ
よ
り
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
Ｗ
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
生
年
月

日
を
入
力
・
・
・
す
る
と
厄
年

を
自
動
で
調
べ
て
く
れ
る
・
・
・

「
今
年
あ
な
た
は
大
厄
で
す
。
あ

な
た
の
人
生
に
お
い
て
最
も
注

意
が
必
要
な
年
。
厄
払
い
の
ご

祈
祷
を
す
ま
せ
て
、
心
や
す
ら

か
に
。」
ガ
ガ
ー
ン
!!  

も
の
す

ご
く
心
配
な
の
で
某
観
音
に
参

拝
し
、
護
摩
祈
願
を
し
て
き
ま

し
た
。
何
ご
と
を
す
る
の
に
も
、

い
つ
に
も
増
し
て
注
意
を
払
っ

て
い
た
り
し
ま
す
。
無
事
、
厄

年
を
越
せ
ま
す
よ
う
に
。 

（
Ｓ
）

ご
存
じ
で
す
か
？
退
職
者
医
療
制
度

ＰOINT

知っておきたい
国保の
ポイント

退
職
者
医
療
制
度
と
は
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
加
入
者
で
、
会
社
や
役
所
な
ど
を
退
職
し
た
あ
と
、
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
、
船
員
保
険
な
ど
の
年
金
の
受
給
権
が
あ
る
人
と
そ
の
被
扶
養
者
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

75
歳
に
な
っ
て
老
人
保
健
制
度
の
適
用
を
受
け
る
ま
で
、退
職
者
医
療
制
度
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

対象となる人 次の条件のすべてにあてはまる人
（退職被保険者）とその被扶養者です。

退職被保険者（本人） 被扶養者となる人

国保に加入している人。（ま
たは、これから加入する人。）

国保に加入している人。

老人保健の適用を受けていな
い人。

老人保健の適用を受けていな
い人。

厚生年金や各種共済組合など
の年金を受けられ、その加入
期間が20年以上、もしくは
40歳以降10年以上ある人。

退職被保険者の配偶者（内縁
関係でも可）。退職者本人と
同じ世帯で、主にその収入に
よって生活している三親等以
内の人。

加入手続 加入手続きは次のような流れで行います。

医療機関の窓口に『国民健康保険退職被保険者証』を

　　提示して診療を受けます。

医療費の自己負担

退職被保険者・
被扶養者ともに

退職被保険者・
被扶養者ともに

70歳未満は 70歳以上は

割負担 割負担３ １

＊一定以上所得者
同一世帯に一定以上（課税所得
124万円）所得がある70歳以上の
国保被保険者または老人保健対象者
がいる人。
（年収例）
・単身世帯の場合
 （年金＋給与収入）：450万円以上
・二人以上世帯の場合
 （年金＋給与収入）：637万円以上

（一定以上所得者   は2割負担）

会社などを
　　退職する

国保に加入する

『国民健康保険退職被
保険者証』が交付され
る

年金証書が届く

年金受給権を取得する
（支給申請をする）

年金受給権が発生した日
から退職者医療制度の適
用資格を得ます。

14日以内に国保の
窓口に届け出

1.年金証書
2.国保の保険証
3.印かん

必
要
な

　

も
の

⬇

⬇

⬇

診療を受けるとき

※3歳未満は2割負担
＊

75歳になったら老人保健制度で診療を受けます。

⬇




